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3) 硝化反応におけるアルカリ度の破壊を考慮し，反応中最適の pH を維持するため添加すべき緩衝液
量を廃水中のアンモニア濃度および、硝酸への転化率の関数として導出したこと。
4 )硝化反応におよぼす有機炭素負荷量の影響を検討した。すなわち硝化反応を円滑に進行させる上
での有機炭素許容負荷量を示し，この負荷量を越えた場合にみる硝化反応速度の低下は付着菌体膜
内への酸素移動の律速が原因となることを明らかにしたこと。
5 )有機炭素および無機窒素を含有した廃水の硝化脱窒循環システムにおいて，窒素除去効率を最大
にする循環比を求め，この方法により脱窒反応を行う際に添加すべき有機炭素量の大巾な節減の可
能性を指摘したこと。
このように本論文は窒素含有廃水の回転円板法による処理に関して多くの知見を与えており，生物
化学工学の基礎および応用の分野に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あ
るものと認める。
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